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愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
十
三
日
。

肱
川
町
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
二
十
七
日
。

16人
5人（前月比12人増）

50年度f算

州和臼．…”ぷ日のわ

911/’ 

｀
 

ー
ス
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
肱
川

は
「
大
切
に
」
運
動
の
大
ぎ
な

町
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
人
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、

J
l
a
h
-
」
心ぃ，

ー1

栢

1
7
1

員
の
増
加
を
極
力
抑
え
、
給
与
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
集

1

額

改
定
に
お
い
て
も
特
別
処
置
は
会
所
一
カ
所
（
四
一

0
万

円

）

出

尺
巳
三

□
｀
n
冒
冒
〗
こ
｀
這
□冒
旦
ぃ
〗
い
胃
｀
」
丁
〗

と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
公
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
当
初
計
ぃ
る
こ
と
は
で
ぎ
ま
せ
ん
。

成

対

策

を

考

慮

し

、

農

協

、

森

支

務
員
の
給
与
と
し
て
適
正
に
決
画
し
て
い
な
い
も
の
で
緊
急
を
五
十
年
度
も
、
農
・
林
構
事
林
組
合
へ
の
補
助
等
（
四
七
四

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

要

す

る

振

興

事

業

の

た

め

に

三

業
（
一
億
一
、
八
四
一
万
五
千
万
円
）
農
業
後
継
者
活
動
補
助
〔
教
育
〕

庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

0
0
万
円
計
上
し
て
い
る
の
も
円
）
、
農
道
補
助
（
一
、

三

一
（
五
万
円
）
、
ま
た
新
し
く
林
町
民
相
互
の
連
帯
意
識
を
高

め
、
新
し
い
郷
土
感
を
育
て
る

レ
ド
ー
ザ
ー
に
業
後
継
者
が
結
婚
す
る
と
記
念

造
林
補
助
と
し
て
三
万
五
千
円

現
在
の
危
険
度
の
高
い
庁
舎
を
新
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。

六
万
円
）
、
プ
）

ヽ
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
め
に
、
各
世
代
の
特
性
と
実

本

年

度

中

に

改

築

し

、

機

能

を

よ

る

聞

発

の

た

(
-
0
万
五
千
円
）
。
情
に
応
じ
た
教
育
を
創
造
す
る

充
実
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス

の

向

補

助

(

-

ナ

施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で

0
万
円
）
、

農
道
菟
野
尾
国
土
調
査
は
岩
谷
地
区
に
入
た
め
に
次
の
こ
と
を
実
践
し
ま

上
を
図
る
た
め
、

基

金
積
立

（
一
、
五

0
0
万

円

）

と

、

計

線

新

設

（

三

り

ま

す

。

（

二
、
二
八
三
万

四

す
。

昨
年
に
引
続
ぎ
「
物
の
開
発
か
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
継
続
中

画
費
（
四
九
三
万

円

）

を

計

上

五

七

二
万
二
千
円
）

ら
心
の
開
発
」
に
置
ぎ
、
利
己
の
事
業
及
び
、
部
落
か
ら
の
要

的

な

考

え

方

に

起

因

す

る

社

会

望

の

出

て

い

る

振

興

事

業

を

優

千

円

）

を

計

ま

ず

、

四

国

八

十

八

カ

所

め

上

し

て

い

ま

〔

商

工

観

光

〕

ぐ

り

を

併

せ

た

移

動

教

室

を

高

し
、
建
築
費
は
補
正
す
る
こ
と

悪
が
、
住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
先
さ
せ
る
意
味
で
全
部
当
初
予
に
し
て
お
り
ま
す
。

す
。
ま
た
、
緑
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
特
齢
者
対
象
に
実
施
。
（
二
四
万

五
十
年
度
か
異
な
保
養
観
光
地
を
育
て
る
た
円
）
、
幼
児
巡
回
文
庫
、
親
子

と
こ
ろ
に
障
害
を
及
底
し
て
い

算
に
組
み
入
れ
て
お
り
ま
す
。

行
政
と
住
民
を
む
す
ぶ
広

ら

山

村

地

域

め

に

、

ダ

ム

周

辺

、

小

藪

淡

谷

文

庫

の

実

施

、

少

る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
人
を
、
ま
た
、
そ
の
他
法
律
等
で
定
め
報
、
広
聴
活
動
（
七
一
万
五
千

特
別
対
策
事

の
管
理
（
七
五
万

三

千

円

）

翌

，
＂
＂
年
団
、
子
供
会
の

そ
し
て
自
然
を
大
切
に
す
る
言
こ
れ
て
い
る
義
務
的
経
費
等
の
円
）
、
ま
た
、
生
活
環
境
を
よ

心
」
の
必
要
性
を
説
い
て
い
ま
伸
び
も
影
響
し
て
お
り
ま
す
。

く

す

る

た

め

の

実

践

活

動

（

七

業

が

始

ま

り

白

石

鐘

乳

洞

の

試

掘

（

八

万

一

1
『
嘉
リ
ー
ダ
ー
育
成
、

す
。

な

お

、

肱

川

町

で

は

他

町

村

一

万

円

）

及

び

安

全

施

設

で

あ

ま

す

。
第

一

円

）

、

休

け

い

所

等

の

建

設

ー

柑

＂蕊

サ
ー
ク
ル
活
動
の

予
算
は
、
当
初
重
点
主
義
を
に
み
ら
れ
る
投
資
的
経
費
（
建
る
防
犯
灯
、
カ

ー
プ
ミ
ラ

ー

年
次
は
、
農
（三
七
五
万
八
千
円
）
を
行
い

E
m
’
〗
育
成
を
行
う
た

、
,
'
-
．
め
図

書

の

購

入

協
が
事
業
主
ま
す
。

体
で
全

町
を
つ

＂＇
〗
（
五
0
万
円
）
、

と
り
、
六
億
六
、

二
0
0
万
円

設
事
業
等
）
の
圧
縮
は
さ
け
ら
(
―

二
三

万
六
千
円
）
の
充
実

と
前
年
比
三
〇
飴

増

と

他

町

村

れ

た

も

の

の

、

庁

舎

建

設

計

画

対

象

に

設

置

〔

土

木

〕

に
比
べ
高
率
の
伸
び
と
な
っ
て
は
や
は
り
一
般
財
源
を
必
要
と
す
る
農
事
放
町
道
舗
装
四
カ
所
（
一
、
七
{
口
[
〗
茶
の
湯
セ

ツ
ト
購

い
ま
す
。

し

、

例

年

補

正

で

取

上

げ

て

ぃ

八

四

万

円

）

、

改

良

一

カ

所

．

名

裟

瓜

入

（

六

万

五

千

こ
れ
は
、
五
十
年
度
に
お
い
た
年
度
途
中
に
お
け
る
新
規
事
（
一
、

0
0
0

万
円
）
を
行
/
\
{
〗
〗
円
）
等
を
行
い

て

庁

舎

建

設

を

計

画

し

て

い

る

業

の

要

望

に

つ

い

て

は

、

急

を

い

、

既

設

の

町

道

に

は

、

敷

砂

翼

唸

睾

ま

す

。

ま

た

、

社

利
(
-
五

0
万
円
）
を
、
ま
た
｀
＇
，
＇
‘
い

’ぃふ
＂
・
会
体
育
活
動
を
活

道
路
整
備
員
の
配
置
、
補
助
正
’
"
，
口
発
に
す
る
た
め
、

の
で
特
別
な
財
政
支
出
が
あ
り
要
す
る
も
の
を
除
ぎ
大
ぎ
く
制

（五

二
八
万
五
千
，
＇
：
四
十
九
年
度
に
完

一
般
財
源
の
効
率
的
配
分
を
し
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

円
～
を
行
い
ま
名
＂
栄
｀
り
‘
り
呟
成
す
る
町
民
運
動

場

の

備

品

購

入

す

（四
三
万
八
千
円
）
も
行
い
ま

〔
消
防
〕

過
疎
に
よ
る
人
す
。町

誌
編
さ
ん
事
業
も
い
よ
い

手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
設
備
の

充
実
、
団
員
研
修
よ
印
刷
発
注
を
行
う
こ
と
と
な

に
よ
る
質
的
な
消
り
ま
し
た
。

（
二
四
八
万
六
千

防
力
の
増
強
と
防
円
）

火
意
識
の
啓
発
を
学
校
プ
ー
ル
は
、
岩
谷
小
の

1

新
設
（
一
、

三
三

五
万
円
）
、

進
め
ま
す
。
（
六

予
子
林
小
の
改
良

(
1
0
0
万

四
六
万
九
千
円
）

円
）
を
行
い
ま
す
。

天
災
害
時
の
防
災

対
策
本
部
の
設
置

（
一
五
万
円
）
も
学
校
教
育
は
、
小
学
校
、
中

考
え
て
い
ま
す
。

学
校
合
せ
て

二
、
五
一

0
万
三

千
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

〔
災
害
復
旧
関
係
〕

六
カ
所
で
三
四
四
万
三
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
五
十
年
度
の

予
算
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
ま
し

た
が
、
そ
の
財
源
は
、
国
県
支

出
金
二
億
三
、
八
三
二
万
円
、

地
方
債
六
、
四
九

0
万
円
、
町

税
等
三
、
九
四
六
万
七
千
円
、

国
か
ら
の
地
方
交
付
金
二
億
四

五

0

0
万
円
、
そ
の
他
六
三

九
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

①
 

庁舎建設資金

積立金（建設費は補正）

老人医療費の支給

地方改善事業

敷水線舗装及び嘉城農道新設

④成人病の予防対策

40才， 45オ， 55オの誕生日検診(132人） 32万 6千円

くり選果所建設費助成(15％を 5年分割）

初年度 168万 6千IJ_J

まつくい虫の共同防除（負担金） 38万 3千円

記念造林補助

林業後継者の結婚記念（ 1人35,000円）

農業構造改善事業(3年度）

大谷地区
宇和川地区

林業構造改善事業

基盤整備
資本装備

山村地域特別対策事業(1年度）

農事放送施設（全町）

国土調査

岩谷第 1地区（敷水）

町道舗装，改良

大平～森線
弁天～プフガハザ線 1
正山線

舗装

滝山～白石線 ＼ 

ダム堰堤上～鹿野川園地線改良

農道新設

地すべり関連農道（菟尾線）新設

町誌編さん

印刷発注

岩谷小プール新設

地域振興事業補助

（当初予期していなかったものに対し） 300万円
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〇
妊
婦
健
康
相
談

と
ぎ
•
四
月
九
日

時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
・
肱
川
町
公
民
館

〇
乳
児
健
康
相
談

と
ぎ
・
四
月
二
十
三
日

．十
―-]時

l
十
五
時

と
こ
ろ
・
肱
川
町
公
民
館

0
人
権
法
律
相
談
所
開

設と
ぎ
・

三
月

十

七

日

十

時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

0
不
燃
物
収
集

と
ぎ
・

三
月
二
十
八
日

と
こ
ろ
・
従
来
の
場
所
へ

。

よ
く
荷
づ
く
り
を

し
て
出
す
こ
と
。

新規及び特別な事業

1,500万円

1,320万円

2,909万円

10万5千円

3,911万2千円

5,166万5千円

2,097万8千円

666万円

1,850万円

2,283万4千円

2,372万円

955万円

3,572万2千円

町
議
会
開
催
の
も
よ
う

ーニ

ぇ
三
月
十
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
六
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
町
議
会
で
、
五

十
年
度
の
予
算
が
決
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
は
、
町
の
一
年
間
の
政
治
を
数
字
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
町
が
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
な
方
向
に
す
す
も
う
と
し
て
い
る
の
か

．，
・
：
そ
う
し
た
こ
と
も
理
解
で
ぎ

る
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
部
落
の
願
い
や
、
あ
な
た
自
身
の
期
待
が
ど
こ
ま
で
行
政
に
反
映
さ
れ
て

い
る
か
、
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
み
な
が
ら
町
の
一
年
間
の
進
む
方
向
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
．よ[つ
o

「
大
切
に
」
運
動
で
、
心
の
醸
成

て
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
ぎ

〔

総

務

〕

ま

し

た

が

、

全

国

的

に

み

る

と

地
方
自
治
体
の
人
件
費
に
つ
自
主
財
源
（
町
税
等
）
の
多
い

い
て
は
、
最
近
社
会
問
題
と
し
一
町
村
に
お
い
て
非
常
に
高
い
べ

庁
舎
建
設
に
着
手

暮
ら
し
よ
い
町
に

llll1111lllli1111!lll11,,1!lll11111llll11,11llli11,,1llll1,,11llll 
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と子助用近が
重な‘‘とそ隣い福一
度り児弱‘れ愛の祉福
身ま童者秒聾にのあは
医すので係は育る‘祉

予 す〇改九補。助家六へ地二当千置 1万敬三老十障 °救 ‘成生不 ¥._J

防新r;::: 0九善千助関へ庭千ー保千へ円ヘム五老二人万者
あ団

のし保
＿福に活安

万事円＾係二入円 育円
院る

ーツーヘ千年0医八 療 刈
-＜健 円業ジ一団四院ツ―-ツ

毒誓祉あのの
三 。ーール円金万療千補策 制り保な

環成 衛 -^。六体万医。九所。二児三パ-へ円費円助 が八育度ま証い
と人生 等二地七へ円療母三開へ三童万 1 。六-ヘジヘ必成のすと生
し病 ¥._J で九方万の-補子万設ぎ万手二設ホ七こー。七 要母援活 °‘ぎ

出国 事円予給千零検そえ祉あ根れ千才て
し保国のシ防へ円才診の方行り底は円の‘
も会保ひも注五ジ児等他か政‘か‘-誕四
行計税と保射九‘医へ‘らの保ら疾を生〇
っへ軽つ健等万母療九妊起基健く病行日オ
て三減で衛へ九子補七婦つで衛つは 検‘

し
い0のす生二千栄助万検たあ生が人‘診四
ま〇施°の七円養へ四診もるのえ間まへ五
す万策 重〇ジミ七千‘のと向すのす三才
°円と 要万‘)レ六円乳でい上も幸 °二 ‘
のし な五まク万ツ幼すうはのせ 万五
繰て 仕千た支八‘児°考福でをこ六五

性質別歳出内訳

248万6千円

1,335万円

5 f• Iil I I 

4 「•lil'I

3 f•—/il'I 

H-lil'I 
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科 n 1牛

叶
乱が皇翌i逍位

ふ俎't .... ~,ニー示つ云
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つ七会部業 下 鹿野川福田 保
業ひ家野の

て人計落 農
製との川真
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門贔り門応星と、卜、し f/,ン-~｀ 二汀羹畔冒塁
な導人て負っ内常お‘ 下ん中な部しの一

辻尺勺霞闘球 宴冒噂鰐量鳳
楽がチ人だま試員んさ 川あ特にもすにく
しらョはわす合選達ん設や間校近 ょ紹のにのりに努‘°悩に
＜皆コ‘ら°を手は達備ナにが所ちう介模よスま当めそ むも
プん‘そず たとバはをイ体あによ゜し様るポせ部てれ こ集
レなチぅ‘ びなレソ拝夕育り中う まを交 lん落おぞ とま
イーヨで上たり 1フ借 1 館夜学ど しご歓ツ がのられ もる 〗
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でなぬお と落は調 お究サ作をずばふの所でなたう合 し
す待る休今信づ明が互こ しイつ楽手ソらん親にまぎら姿に中おま
°遠むみはじくる増いうてクてし軽フしい睦集たなこで‘み母す
し頃し寒まりく進のしいリ‘むに卜いき会り‘かん美若ん さ ゜
くのてさすにてさ融たま‘ノ卓た全‘もは‘‘試つなしくなん
思訪い厳 °つ‘れ和交すグ球め員バのまこち合た風く生がバ
つれまし な住‘ ‘歓°そ‘‘でいでたのよ後こ景‘ぎ女レ
てをすく がみそ信の の歩委ス lす‘和っはとはひ生学 1

い‘が試 るよの頼中 他こ員ポに °大や と‘で想とぎ生等
る皆‘合 もいこ‘か もう会 l限変か一集す像昔とのは
のん水も の部と協ら 研会をツら すな杯会 も゚ 前しよ試

会社の仕事は，朝8時から10時，夕方 5時から 7時ま目
二

での4時間 朝の仕事も終り， 帰宅前牛舎をバックに成

よ璽閂 ーる立な と い こ よ た 婦 の う の
る そ ゜しら 三 が今とる大で念に皆
搾終搾れ仕たん十何日が生型仕を 事さ
乳れ乳ぞ 事設で頭 よ夫で 産機事 いがん
‘ ば準れの備いもり 婦ぎコ械がだ運の

以全備ー割がる入も共るスのでくべご
前ては 棟ふな る゚よ々 °卜導ぎ゜た理
のオ 主毎 り そ牛いに L__ を入るま °解
土 さハ lにの を れ舎と 働出お‘こた←で
頭 卜女個聞れぞが強け稼さ省と ‘と思
とメの人くてれ四調 る が え 力 ‘ ー 感 り
今に仕管 とい独棟 ゜こ多 るにま夫謝よ

ー 百情でて な課行換合はう部よ
声 本姓のはい一る題つなう理ち落う開
だ当‘交なう 青 ではてど 精解は民に発
つに負流< °年 し厩いで神もよの公す
た頼 けの‘ → がよ肥 るーででく評害れ

も゚て場乳普遅うの ゜石藁 きな判問ば
＾ し ただ牛通< °処や 二 と‘かは題‘
二 いま と゚のに←理は 鳥厩おつ ‘がつ
宮生る俺人肉や のりと肥互た→起き
委々かは間体つ こ今うといが最るも
員し°どの労て と後まの助‘初がの
-た ←ん愛働来 にのく交け今の‘の
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2月11日 はしご操法も披露

意気のあったところを見せたハシゴ操法

山上智上小森 富萬曽堀
本田葉野川 永岡根井

協上藤上敷 八

胃柳野森 塁
生川 原山水ろ

し．一

び

安赤浅清藤森 V
川松野水川本
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